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極域気候変動に関する和達国際会議のお知らせ

　　和達国際会議の主旨：

　　地球環境問題に対する日本の貢献を目的として，ア

　　ラスカ大学地球物理学研究所（赤祖父俊一所長）に，

　　日本における代表的地球物理学者であります和達清夫

・　先生の栄誉を称えて和達講座（Wadati　Chair）という

　冠講座が1990年に設立されております．初代Wadati

　Chairにはイリノイ大学教授のJ．Walshが迎え入れ

　　られました．この和達基金により，来る1995年11月7

　～10日に，つくば研究学園都市にて，地球環境問題と

　極域気候変動に関する和達国際会議を企画いたしまし

　た．

　　1990年代も半ばを過ぎれば，地球温暖化の実際の

　Detectionが観測的に可能になってくるでしょう．最

　近の地球温暖化の影響を最も受けやすいとされる極域

　で，実際にどのような気候変化が起こっているか，ま

　　た今後起こりうるかを報告しあうことは有意義でしか

　　もタイムリーなことと考えられます．そこで，アラス

　　カ大学と筑波大学を中心に，気象研究所・防災科学技

　術研究所・国立環境研究所・国立極地研究所・東大気

　候システム研究センターの6機関が共催して，和達国

　際会議を開催いたします．本国際会議では，気候変動

　　に関する世界最先端の研究者約25名を事務局のサポー

トで海外から招聰する予定です．ほぼ同数の研究者を

日本国内から招待する一方，国内外からの一般参加も

募集いたします．特に，若手研究者や大学院生の参加

を歓迎します．

　本会議は和達先生が御健在の1993年に企画され，和

達先生に開会式の式辞をお願いするなどの準備を重ね

てまいりましたが，本年1月の突然の御逝去は残念で

なりません．本会議は和達先生のメモリアルとして開

催されることになりました．
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日本気象学会1995年度秋季大会の日程が変わりました
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